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附

則

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
財
務
省
定
員
規
則
第
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
表
の
区
分
の
欄
に
掲
げ
る
機
関
の
同
条
に
規

定
す
る
定
員
は
、
同
表
の
期
間
の
欄
に
掲
げ
る
期
間
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
定
員
の
欄
に
掲
げ
る
と
お
り

と
す
る
。

５

高
校
修
学
支
援
室
に
、
室
長
を
置
く
。

第
三
十
一
条
の
見
出
し
中
「
並
び
に
教
員
研
修
企
画

官
」
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中
「
並
び
に
教
員
研
修
企

画
官
」
及
び
「
そ
れ
ぞ
れ
」
を
削
り
、
同
条
中
第
六
項

を
削
り
、
第
七
項
を
第
六
項
と
す
る
。

第
三
十
三
条
の
見
出
し
中
「
学
力
調
査
企
画
官
」
を

「
学
校
運
営
支
援
企
画
官
及
び
学
力
調
査
企
画
官
」
に

改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
学
力
調
査
企
画
官
」
を
「
学

校
運
営
支
援
企
画
官
及
び
学
力
調
査
企
画
官
そ
れ
ぞ

れ
」
に
改
め
、
同
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一

項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

学
校
運
営
支
援
企
画
官
は
、
命
を
受
け
て
、
参
事

官
の
つ
か
さ
ど
る
職
務
の
う
ち
幼
稚
園
、
小
学
校
、

中
学
校
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
及
び
特
別
支

援
学
校
の
運
営
の
状
況
に
つ
い
て
の
評
価
及
び
そ
の

結
果
に
基
づ
く
運
営
の
改
善
に
関
す
る
重
要
事
項
に

つ
い
て
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
援
助
及
び
助
言
に

関
す
る
も
の
を
助
け
る
。

第
三
十
六
条
の
見
出
し
中
「
国
際
企
画
室
及
び
大
学

設
置
室
」
を
「
大
学
設
置
室
及
び
国
際
企
画
室
」
に
改

め
、
同
条
第
一
項
中「
国
際
企
画
室
及
び
大
学
設
置
室
」

を
「
大
学
設
置
室
及
び
国
際
企
画
室
」
に
改
め
、
同
条

中
第
九
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
を
削
り
、
第
八
項
を
第

十
一
項
と
し
、
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
を
三
項
ず
つ

繰
り
下
げ
、
第
四
項
の
次
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

５

大
学
設
置
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど

る
。

一

大
学
の
設
置
、
廃
止
、
設
置
者
の
変
更
そ
の
他

の
事
項
の
認
可
に
関
す
る
こ
と
。

二

大
学
設
置
・
学
校
法
人
審
議
会
の
庶
務
（
学
校

法
人
分
科
会
に
係
る
も
の
を
除
く
。）に
関
す
る
こ

と
。

６

大
学
設
置
室
に
、
室
長
及
び
大
学
設
置
専
門
官
一

人
を
置
く
。

７

大
学
設
置
専
門
官
は
、
大
学
の
設
置
、
廃
止
、
設

置
者
の
変
更
そ
の
他
の
事
項
の
認
可
に
関
す
る
専
門

的
事
項
に
つ
い
て
の
調
査
、
指
導
及
び
助
言
に
当
た

る
。

第
五
十
条
の
見
出
し
中
「
保
障
措
置
室
、」を
削
り
、

同
条
第
一
項
中
「
、
保
障
措
置
室
」
を
削
り
、
同
条
中

第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
り
、第
四
項
を
第
二
項
と
し
、

第
五
項
か
ら
第
十
四
項
ま
で
を
二
項
ず
つ
繰
り
上
げ

る
。第

六
十
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
核
不
拡
散
・
保
障
措
置
室
）

第
六
十
四
条

開
発
企
画
課
に
、
核
不
拡
散
・
保
障
措

置
室
を
置
く
。

２

核
不
拡
散
・
保
障
措
置
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務

を
つ
か
さ
ど
る
。

一

国
際
約
束
に
基
づ
く
保
障
措
置
の
実
施
の
た
め

の
規
制
そ
の
他
の
原
子
力
の
平
和
的
利
用
の
確
保

の
た
め
の
規
制
に
関
す
る
こ
と
。

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
文
部
科
学
省
の

所
掌
事
務
に
係
る
原
子
力
の
平
和
的
利
用
の
確
保

に
関
す
る
こ
と
。

３

核
不
拡
散
・
保
障
措
置
室
に
、
室
長
を
置
く
。

第
六
十
五
条
中
第
五
項
を
削
り
、
第
四
項
を
第
五
項

と
し
、
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
を
第
三
項
と

し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

地
震
調
査
研
究
企
画
官
及
び
専
門
調
査
官
は
、
関

係
の
あ
る
他
の
職
を
占
め
る
者
を
も
っ
て
充
て
ら
れ

る
も
の
と
す
る
。

第
六
十
六
条
の
見
出
し
中
「
地
球
・
環
境
科
学
技
術

推
進
室
並
び
に
」
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中
「
地
球
・

環
境
科
学
技
術
推
進
室
並
び
に
」
を
削
り
、
同
条
中
第

二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
を
削
り
、
第
五
項
を
第
二
項
と

し
、
第
六
項
を
第
三
項
と
す
る
。

第
六
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
核
融
合
開
発
室
及
び
地
球
観
測
推
進
専
門
官
）

第
六
十
六
条
の
二

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
に
、
核
融
合

開
発
室
及
び
地
球
観
測
推
進
専
門
官
一
人
を
置
く
。

２

核
融
合
開
発
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ

ど
る
。

一

核
融
合
に
関
す
る
基
本
的
な
政
策
の
企
画
及
び

立
案
並
び
に
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

二

核
融
合
に
関
す
る
研
究
開
発
に
関
す
る
計
画
の

作
成
及
び
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

三

核
融
合
に
関
す
る
関
係
行
政
機
関
の
事
務
の
調

整
に
関
す
る
こ
と
。

四

核
融
合
に
関
す
る
関
係
行
政
機
関
の
経
費
の
見

積
も
り
の
方
針
の
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

五

基
盤
的
研
究
開
発
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
核
融

合
に
係
る
も
の
に
関
す
る
こ
と
。

六

原
子
力
に
関
す
る
技
術
開
発
で
科
学
技
術
の
水

準
の
向
上
を
図
る
た
め
の
も
の
の
う
ち
核
融
合
に

係
る
も
の
に
関
す
る
こ
と
。

七

原
子
力
政
策
の
う
ち
科
学
技
術
に
関
す
る
も
の

の
う
ち
、
核
融
合
に
係
る
も
の
に
関
す
る
こ
と
。

八

文
部
科
学
省
の
所
掌
事
務
に
係
る
国
際
協
力
に

関
す
る
事
務
の
う
ち
核
融
合
に
係
る
も
の
に
関
す

る
こ
と
。

九

大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
自
然
科
学
研
究
機
構

が
設
置
す
る
核
融
合
に
関
す
る
科
学
に
係
る
大
学

共
同
利
用
機
関
に
お
け
る
教
育
及
び
研
究
に
関
す

る
こ
と
。

３

核
融
合
開
発
室
に
、
室
長
並
び
に
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画

推
進
専
門
官
、
核
融
合
国
際
協
力
専
門
官
及
び
核
融

合
科
学
専
門
官
そ
れ
ぞ
れ
一
人
を
置
く
。

４

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
推
進
専
門
官
は
、
国
際
熱
核
融
合

実
験
炉
計
画
の
推
進
に
関
す
る
専
門
的
事
項
（
核
融

合
国
際
協
力
専
門
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除

く
。）に
つ
い
て
の
企
画
及
び
立
案
に
当
た
る
。

５

核
融
合
国
際
協
力
専
門
官
は
、
国
際
熱
核
融
合
実

験
炉
の
建
設
及
び
こ
れ
を
用
い
る
研
究
開
発
と
密
接

な
関
連
を
有
す
る
科
学
技
術
に
関
す
る
研
究
開
発
に

関
す
る
専
門
的
事
項
に
つ
い
て
の
企
画
及
び
立
案
に

当
た
る
。

６

核
融
合
科
学
専
門
官
は
、
核
融
合
科
学
に
お
け
る

学
術
研
究
の
推
進
に
関
す
る
専
門
的
事
項
に
つ
い
て

の
指
導
及
び
助
言
に
当
た
る
。

７

地
球
観
測
推
進
専
門
官
は
、
地
球
観
測
の
推
進
に

関
す
る
専
門
的
事
項
に
つ
い
て
の
企
画
及
び
立
案
に

当
た
る
。

〇
文
部
科
学
省
令
第
十
一
号

文
部
科
学
省
設
置
法（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
六
号
）

及
び
文
部
科
学
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五

十
一
号
）
を
実
施
す
る
た
め
、
文
部
科
学
省
組
織
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

文
部
科
学
大
臣

川
端

達
夫

文
部
科
学
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

第
一
条

文
部
科
学
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
文
部
科

学
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
一
条
中
第
三
項
を
削
り
、
第
二
項
を
第
三
項

と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

教
科
調
査
官
は
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所
の
職
員

そ
の
他
関
係
の
あ
る
他
の
職
を
占
め
る
者
を
も
っ
て

充
て
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
五
十
六
人
」
を
「
五
十
五

人
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
の
見
出
し
中
「
教
育
財
政
室
」
の
下
に

「
及
び
高
校
修
学
支
援
室
」
を
加
え
、
同
条
第
一
項
中

「
教
育
財
政
室
」
の
下
に
「
及
び
高
校
修
学
支
援
室
」

を
加
え
、
同
条
中
第
五
項
を
第
七
項
と
し
、
第
四
項
を

第
六
項
と
し
、
第
三
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

４

高
校
修
学
支
援
室
は
、
公
立
高
等
学
校
に
係
る
授

業
料
の
不
徴
収
及
び
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支

給
に
関
す
る
法
律（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
八
号
）

の
施
行
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。
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